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1.  平成21年3月期第1四半期の連結業績（平成20年4月1日～平成20年6月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

21年3月期第1四半期 23,967 ― 1,699 ― 1,988 ― 1,321 ―

20年3月期第1四半期 24,936 18.2 2,671 15.8 2,856 19.2 1,678 24.6

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期純利

益

円 銭 円 銭

21年3月期第1四半期 10.03 ―

20年3月期第1四半期 12.63 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

21年3月期第1四半期 105,615 47,820 43.2 346.31
20年3月期 104,811 48,259 44.1 350.31

（参考） 自己資本   21年3月期第1四半期  45,639百万円 20年3月期  46,170百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無  
 

1株当たり配当金

（基準日） 第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 年間

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

20年3月期 ― 3.50 ― 3.50 7.00
21年3月期 ― ――― ――― ――― ―――

21年3月期（予想） ――― 3.50 ― 3.50 7.00

3.  平成21年3月期の連結業績予想（平成20年4月1日～平成21年3月31日） 
（％表示は通期は対前期、第2四半期連結累計期間は対前年同四半期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  無  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純

利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期連結累計期間 50,000 ― 3,800 ― 3,900 ― 2,300 ― 17.45
通期 105,000 3.1 9,000 0.6 9,200 0.2 5,500 0.4 41.73

4.  その他 
(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  

（注）詳細は、３ページ【定性的情報・財務諸表等】 ４．その他をご覧下さい。  

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更に記載されるもの） 

（注）詳細は、３ページ【定性的情報・財務諸表等】 ４．その他をご覧下さい。  

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
１．本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績
等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 
２．当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号）及び「四半期財務諸表に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第
14号）を適用しております。また、「四半期連結財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。  

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 21年3月期第1四半期  135,516,455株 20年3月期  135,516,455株

② 期末自己株式数 21年3月期第1四半期  3,726,792株 20年3月期  3,714,926株

③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 21年3月期第1四半期  131,793,543株 20年3月期第1四半期  132,884,388株
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【定性的情報・財務諸表等】

１. 連結経営成績に関する定性的情報

当第１四半期の世界経済は、米国経済の減速や素材価格の高騰などにより、先行きの不透明感が強まって

まいりました。

当社グループはこのような状況の下で、各事業の業績の確保・向上にグループをあげて取り組んでまいり

ました。

その結果、受注高は276億３千１百万円と前年同期に比べ5.9％の増加となりましたが、売上高は239億６千

７百万円と前年同期に比べ3.9％の減少となりました。利益面につきましては、売上高が減少したこともあ

り、経常利益は19億８千８百万円と前年同期に比べ８億６千８百万円の減益、四半期純利益も13億２千１百

万円と前年同期に比べ３億５千６百万円の減益となりました。

事業の種類別セグメントの業績につきましては、以下のとおりであります。

電力機器事業では、前年同期には、東南アジア向けが好調に推移していたこともあり、受注高は127億９千

４百万円と前年同期に比べ4.9％の減少、売上高は104億８千２百万円と前年同期に比べ8.4％の減少、営業利

益は５億５千２百万円と前年同期に比べ４億７千４百万円の減益となりました。

溶接メカトロ事業では、造船・自動車業界向けを中心に堅調に推移し、受注高は115億８百万円と前年同期

に比べ17.3％の増加、売上高は103億７千７百万円と前年同期に比べ3.7％の増加となりました。営業利益は

14億２千８百万円と前年同期に比べ３億９千１百万円の減益となりました。

半導体機器事業では、太陽光発電分野向けソーラパネル製造装置用の大容量電源や搬送システムの受注獲

得に注力し、受注高は33億２千７百万円と18.0％の増加となりましたが、半導体メーカの設備投資抑制の影

響などにより、売上高は31億２千７百万円と前年同期に比べ10.9％減少し、営業利益は１億７千１百万円と

前年同期に比べ１億７百万円の減益となりました。

２. 連結財政状態に関する定性的情報

当第１四半期末の資産合計は、1,056億１千５百万円と前年度末に比べ８億４百万円増加いたしました。こ

れは、受注残高の増加に伴い、たな卸資産が増加したことが主な要因であります。

負債合計は、短期借入金の増加などにより577億９千５百万円となり、前年度末に比べ12億４千３百万円増

加いたしました。

純資産合計は、四半期純利益により利益剰余金は増加しましたが、為替換算調整勘定が減少した結果、前

年度末に比べ４億３千９百万円減少し、478億２千万円となりました。なお、自己資本比率は前年度末の

44.1％から0.9ポイント低下し43.2％となり、１株当たり純資産は前年度末に比べ1.1％減の346円31銭にな

りました。

３. 連結業績予想に関する定性的情報

現時点におきましては、平成20年５月９日に発表いたしました第２四半期累計期間及び通期の業績予想に

変更はありません。
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４. その他

(1) 期中における重要な子会社の異動(連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

該当事項はありません。

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

① 一般債権の貸倒見積高の算定方法

当第１四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定したものと著しい変化がない

と認められるため、前連結会計年度末の貸倒実績率を使用して貸倒見積高を算定しております。

② たな卸資産の評価方法

当第１四半期連結会計期間末の棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を省略し、前連結会計年度末の実

地棚卸高を基礎として合理的な方法により算定する方法によっております。

また、棚卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ正味売却価額を

見積り、簿価切下げを行う方法によっております。

③ 固定資産の減価償却費の算定方法

定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する

方法によっております。

④ 未実現損益の消去

当該取引に係る損益率を合理的に見積って計算しております。

⑤ 税金費用の計算

当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前

四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更

① 「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準委員会 平成19年３月14日 企業会計基準第12号）

及び「四半期財務諸表に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準委員会 平成19年３月14日 企業

会計基準適用指針第14号)を当第１四半期連結会計期間から適用しております。また、「四半期連結財

務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。

② 「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準委員会 平成18年７月５日 企業会計基準第９号）

を当第１四半期連結会計期間から適用し、評価基準については、原価法から原価法（収益性の低下に

よる簿価切下げの方法）に変更しております。

この結果、従来の方法によった場合に比べ、売上総利益、営業利益、経常利益及び税金等調整前四半

期純利益が255百万円それぞれ減少しております。

なお、セグメント情報に与える影響は、当該箇所に記載しております。

③ 「連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理に関する当面の取扱い」（企業会計基準委員会 平

成18年５月17日 実務対応報告第18号）を当第１四半期連結会計期間から適用しております。

この変更に伴う損益に与える影響はありません。

（追加情報）

当社及び国内連結子会社は、平成20年度の法人税法の改正を契機として、資産の利用状況を見直した

結果、当第１四半期連結会計期間より有形固定資産の耐用年数を変更しております。

この結果、従来の方法によった場合に比べ、営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益が90

百万円それぞれ減少しております。

なお、セグメント情報に与える影響は、当該箇所に記載しております。
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５. 四半期連結財務諸表

(1) 四半期連結貸借対照表

（単位：百万円）

当第１四半期連結会計期間末

(平成20年６月30日)

前連結会計年度末に係る

要約連結貸借対照表

(平成20年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 8,216 6,916

受取手形及び売掛金 22,193 23,760

商品及び製品 9,176 8,816

仕掛品 6,764 5,813

原材料及び貯蔵品 6,964 6,939

繰延税金資産 2,152 2,083

その他 2,506 2,962

貸倒引当金 △726 △731

流動資産合計 57,248 56,561

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 14,398 14,048

機械装置及び運搬具（純額） 6,241 6,487

工具、器具及び備品（純額） 1,365 1,357

土地 6,142 6,196

建設仮勘定 654 778

有形固定資産合計 28,802 28,868

無形固定資産

のれん 9 9

ソフトウエア 2,404 2,275

その他 301 209

無形固定資産合計 2,714 2,494

投資その他の資産

投資有価証券 11,560 10,580

出資金 307 1,205

長期貸付金 37 339

長期前払費用 341 377

前払年金費用 3,670 3,424

繰延税金資産 334 342

その他 806 831

貸倒引当金 △208 △214

投資その他の資産合計 16,850 16,886

固定資産合計 48,367 48,249

資産合計 105,615 104,811
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（単位：百万円）

当第１四半期連結会計期間末

(平成20年６月30日)

前連結会計年度末に係る

要約連結貸借対照表

(平成20年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 20,617 18,803

短期借入金 10,104 6,445

1年内返済予定の長期借入金 2,888 3,301

1年内償還予定の社債 385 340

未払法人税等 1,199 1,466

賞与引当金 983 1,935

役員賞与引当金 6 69

固定資産撤去損失引当金 119 826

その他 3,449 5,240

流動負債合計 39,755 38,428

固定負債

社債 4,604 4,650

長期借入金 9,784 9,981

繰延税金負債 1,075 875

退職給付引当金 1,490 1,506

役員退職慰労引当金 81 99

その他 1,003 1,010

固定負債合計 18,039 18,123

負債合計 57,795 56,551

純資産の部

株主資本

資本金 10,596 10,596

資本剰余金 10,029 10,029

利益剰余金 23,785 23,094

自己株式 △928 △923

株主資本合計 43,482 42,796

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 1,968 1,666

繰延ヘッジ損益 △9 △3

為替換算調整勘定 197 1,711

評価・換算差額等合計 2,157 3,374

少数株主持分 2,180 2,088

純資産合計 47,820 48,259

負債純資産合計 105,615 104,811
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(2) 四半期連結損益計算書

   （第１四半期連結累計期間）

（単位：百万円）

当第1四半期連結累計期間

(自 平成20年４月１日

 至 平成20年６月30日)

売上高 23,967

売上原価 15,860

売上総利益 8,107

販売費及び一般管理費 6,407

営業利益 1,699

営業外収益

受取利息及び配当金 110

持分法による投資利益 152

為替差益 72

その他 161

営業外収益合計 496

営業外費用

支払利息 101

売上割引 43

その他 63

営業外費用合計 207

経常利益 1,988

税金等調整前四半期純利益 1,988

法人税等 625

少数株主利益 40

四半期純利益 1,321
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(3) 四半期連結キャッシュ・フロー計算書

（単位：百万円）

当第1四半期連結累計期間

(自 平成20年４月１日

 至 平成20年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 1,988

減価償却費 999

貸倒引当金の増減額（△は減少） 1

固定資産撤去損失引当金の増減額（△は減少） △706

退職給付引当金の増減額（△は減少） △16

前払年金費用の増減額（△は増加） △246

受取利息及び受取配当金 △110

支払利息 101

売上債権の増減額（△は増加） 1,073

たな卸資産の増減額（△は増加） △2,074

仕入債務の増減額（△は減少） 1,787

その他 △624

小計 2,173

利息及び配当金の受取額 104

利息の支払額 △80

法人税等の支払額 △932

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,265

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △0

定期預金の払戻による収入 3

有形固定資産の取得による支出 △1,704

有形固定資産の売却による収入 10

無形固定資産の取得による支出 △261

投資有価証券の取得による支出 △377

その他 4

投資活動によるキャッシュ・フロー △2,325

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 3,659

長期借入金の返済による支出 △502

自己株式の取得による支出 △5

配当金の支払額 △462

その他 △17

財務活動によるキャッシュ・フロー 2,671

現金及び現金同等物に係る換算差額 △672

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 938

現金及び現金同等物の期首残高 6,829

新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 372

現金及び現金同等物の四半期末残高 8,140
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㈱ダイヘン(6622) 平成21年３月期 第１四半期決算短信

当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第12号)及び「四半期財務諸表に

関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第14号)を適用しております。また、「四半期連結財務諸

表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。

(4) 継続企業の前提に関する注記

該当事項はありません。

(5) セグメント情報

【事業の種類別セグメント情報】

当第１四半期連結累計期間(自 平成20年４月１日 至 平成20年６月30日)

電力機器
事業

(百万円)

溶接メカトロ
事業

(百万円)

半導体機器
事業

(百万円)

計
(百万円)

消去又は全社
(百万円)

連結
(百万円)

売上高

　(1) 外部顧客に
　 対する売上高

10,464 10,375 3,127 23,967 ― 23,967

　(2) セグメント間の内部
　 売上高又は振替高

18 1 ─ 20 (20) ―

計 10,482 10,377 3,127 23,987 (20) 23,967

営業利益 552 1,428 171 2,152 (452) 1,699

(注) １ 事業区分の方法は内部管理上採用している区分によっております。

２ 各事業の主な製品 

　 (1) 電力機器事業…………各種変圧器、受配電設備、開閉器、監視制御システム等 

　 (2) 溶接メカトロ事業……電気溶接機、プラズマ切断機、産業用空気清浄機、産業用ロボット等 

　 (3) 半導体機器事業………高周波電源、クリーン搬送ロボット等 

３ 「【定性的情報・財務諸表等】４. その他 (3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方

法等の変更」に記載のとおり、「棚卸資産の評価に関する会計基準」(企業会計基準委員会 平成18年７月５日

企業会計基準第９号)を当第１四半期連結会計期間から適用し、評価基準については、原価法から原価法（収益

性の低下による簿価切下げの方法）に変更しております。 

　 この変更に伴い、従来の方法によった場合に比べ、当第１四半期連結累計期間における営業利益は「電力機器

事業」が173百万円、「溶接メカトロ事業」が50百万円、「半導体機器事業」が31百万円減少しております。

４ 「【定性的情報・財務諸表等】４. その他 (3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方

法等の変更（追加情報）」に記載のとおり、当社及び国内連結子会社は、平成20年度の法人税法の改正を契機と

して、資産の利用状況を見直した結果、当第１四半期連結会計期間より有形固定資産の耐用年数を変更してお

ります。

　 この変更に伴い、従来の方法によった場合に比べ、当第１四半期連結累計期間における営業利益は「電力機器

事業」が44百万円、「溶接メカトロ事業」が32百万円、「半導体機器事業」が８百万円、「消去又は全社」が３百

万円減少しております。
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㈱ダイヘン(6622) 平成21年３月期 第１四半期決算短信

【所在地別セグメント情報】

当第１四半期連結累計期間(自 平成20年４月１日 至 平成20年６月30日)

日本
(百万円)

アジア
(百万円)

その他の地域
(百万円)

計
(百万円)

消去又は全社
(百万円)

連結
(百万円)

売上高

　(1) 外部顧客に
　 対する売上高

19,026 2,581 2,360 23,967 ― 23,967

　(2) セグメント間の内部
　 売上高又は振替高

3,003 1,660 193 4,858 (4,858) ―

計 22,029 4,241 2,553 28,825 (4,858) 23,967

営業利益 1,702 401 83 2,187 (488) 1,699

(注) １ 国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。 

２ 本邦以外の区分に属する主な国又は地域 

　 (1) アジア………………タイ、中国、台湾、韓国 

　 (2) その他の地域………アメリカ、ドイツ 

３ 「【定性的情報・財務諸表等】４. その他 (3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方

法等の変更」に記載のとおり、「棚卸資産の評価に関する会計基準」(企業会計基準委員会 平成18年７月５日

企業会計基準第９号)を当第１四半期連結会計期間から適用し、評価基準については、原価法から原価法（収益

性の低下による簿価切下げの方法）に変更しております。 

　 この変更に伴い、従来の方法によった場合に比べ、当第１四半期連結累計期間における営業利益は「日本」が

255百万円減少しております。

４ 「【定性的情報・財務諸表等】４. その他 (3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方

法等の変更（追加情報）」に記載のとおり、当社及び国内連結子会社は、平成20年度の法人税法の改正を契機と

して、資産の利用状況を見直した結果、当第１四半期連結会計期間より有形固定資産の耐用年数を変更してお

ります。

　 この変更に伴い、従来の方法によった場合に比べ、当第１四半期連結累計期間における営業利益は「日本」が

86百万円、「消去又は全社」が３百万円減少しております。

【海外売上高】

当第１四半期連結累計期間(自 平成20年４月１日 至 平成20年６月30日)

北米 アジア その他の地域 計

Ⅰ 海外売上高(百万円) 1,685 3,040 728 5,454

Ⅱ 連結売上高(百万円) ― ― ― 23,967

Ⅲ 連結売上高に占める
　 海外売上高の割合(％)

7.0 12.7 3.0 22.8

(注) １ 国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。 

２ 本邦以外の区分に属する主な国又は地域 

　 (1) 北米……アメリカ、カナダ

　 (2) アジア……タイ、韓国、台湾、中国

　 (3) その他の地域……ヨーロッパ、南米 

３ 海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

該当事項はありません。
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「参考資料」

（要約）前四半期連結損益計算書

科 目
前第１四半期連結累計期間
(自 平成19年４月１日
至 平成19年６月30日)

区分 金額(百万円)

Ⅰ 売上高 24,936

Ⅱ 売上原価 16,248

　 売上総利益 8,687

Ⅲ 販売費及び一般管理費 6,016

　 営業利益 2,671

Ⅳ 営業外収益 327

受取利息及び配当金 77

持分法による投資利益 53

為替差益 17

その他 179

Ⅴ 営業外費用 142

支払利息 79

その他 63

　 経常利益 2,856

Ⅵ 特別利益 6

Ⅶ 特別損失 97

税金等調整前四半期純利益 2,766

法人税等 1,001

少数株主利益 86

四半期純利益 1,678
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(セグメント情報)

【事業の種類別セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間(自 平成19年４月１日 至 平成19年６月30日)

電力機器
事業

(百万円)

溶接メカトロ
事業

(百万円)

半導体機器
事業

(百万円)

計
(百万円)

消去又は全社
(百万円)

連結
(百万円)

売上高

　(1) 外部顧客に
　 対する売上高

11,421 10,003 3,510 24,936 ― 24,936

　(2) セグメント間の内部
　 売上高又は振替高

18 1 ─ 20 (20) ―

計 11,440 10,005 3,510 24,956 (20) 24,936

営業利益 1,026 1,819 279 3,126 (454) 2,671

(注) １ 事業区分の方法は内部管理上採用している区分によっております。

２ 各事業の主な製品 

　 (1) 電力機器事業…………各種変圧器、受配電設備、開閉器、監視制御システム等 

　 (2) 溶接メカトロ事業……電気溶接機、プラズマ切断機、産業用空気清浄機、産業用ロボット等 

　 (3) 半導体機器事業………高周波電源、クリーン搬送ロボット等 
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